
【職業実践専門課程認定後の公表様式】

昼夜

年

有

資格・検定名 種 受験者数 合格者数

理学療法士 ② 　　　43 人 　　　43人

人

人
普通救命講習 ③ 43人 43人

％
■卒業者に占める就職者の割合

％

（平成 28

7 名 4.6 ％

■中退防止・中退者支援のための取組
・入学後にクラス担任が、全員と個別面談を行う。
・担任は授業欠席者へに電話連絡等にて状況を確認している。
・随時、個別面談を実施
・年1回の保護者懇談会の他、適宜、保護者と連携を図っている。
・学生状況について学科会議・職員会議にて全教員に情報共有を行い、支援方法について協議し対応している。

平成28年4月1日時点において、在学者153名（平成28年4月1日入学者を含む）
平成29年3月31日時点において、在学者146名（平成29年3月31日卒業者を含む）
■中途退学の主な理由

進路変更、経済的事情

就職等の
状況※２ ■就職率 100

平成29年5月1日 時点の情報）

中途退学
の現状

■中途退学者 ■中退率

■就職指導内容
　入学年次より就職ガイダンスを実施し職業人への意識向上
指導を行い、就職希望確定後に履歴書作成、出願・面接指導
等を実施している。

■卒業者数 43

■就職希望者数 43

■主な就職先、業界等（平成２８年度卒業生）

主な学修成果
（資格・検定等）

※３

■国家資格・検定/その他・民間検定等
病院、診療所 （平成28年度卒業者に関する平成29年5月1日時点の情報）

※種別の欄には、各資格・検定について、以下の①～③のいずれかに該当する
か記載する。
①国家資格・検定のうち、修了と同時に取得可能なもの
②国家資格・検定のうち、修了と同時に受験資格を取得するもの

③その他（民間検定等）

■自由記述欄
・日本理学療法士協会優秀賞
・全国リハビリテーション学校協会優秀賞

100
■その他
・進学者数：0人
・進路変更希望者：0名

年度卒業者に関する

■就職者数 43 人

福祉住環境ｺｰﾃﾞｨ
ﾈｰﾀｰ2級

③ 43人 28人

長期休み

■学年始：4月1日～4月3日
■夏　 季：8月8日～9月1日
■冬　 季：12月26日～1月17日
■学年末：3月17日～3月31日

卒業・進級
条件

校長は教育課程に定める各学年の履修すべき科目のすべ
てを修得し、学校納入金を完結した者に対して、学年の進級
を認める。また、所定の修業年限以上在籍し、履修すべき科
目すべてを修了し、学校納入金を完結した者に対し、卒業証
書を授与する。

学修支援等

■クラス担任制： 有

課外活動

■課外活動の種類
■個別相談・指導等の対応 ・学園祭、学内球技大会、バスハイク、合宿セミナー

・ボランティア参加
・部活（バスケットボール・バレーボール・サッカー・野球・卓球・バドミント
ン）

　クラス担任は個別面談を適宜、実施している。毎朝のSHR
終了時に欠席者に電話連絡等を行い、状況を確認している。
連続して欠席し電話連絡がとれない場合は保護者に連絡し、
連携を図っている。

■サークル活動： 有

学期制度
■前期： 4月1日～9月30日
■後期：10月1日～3月31日

成績評価

■成績表：
■成績評価の基準・方法
　成績評価は定期試験または実習・演習などの成績ならび
に平素の学習活動全般から得られる評価資料（レポート等）
に基づいて総合的に行う。
　科目の成績の総合評価は100点をもって行う。評定は総合
評価に基づいて平成28年度1年次からは秀・優・良・可・不可
の5段階で平成27年度までの入学生は優・良・可・不可の4
段階で行う。

160人 153人 0人 7人 56人 63人

0 60
単位時間

生徒総定員 生徒実員 留学生数（生徒実員の内 専任教員数 兼任教員数 総教員数

4
3585時間 1440 1095 990

認定年月日 平成27年2月17日

修業年限
全課程の修了に必要な
総授業時数又は総単位

数
講義 演習 実習 実験 実技

医療 専門 理学療法士科
平成17年文部科学省

告示第139号

学科の目的
　本校は、学校教育法に基づき医療技術の教育を基底とし、技術革新に対応するに必要な知識と技能を修得させ、併せて豊かな人間性を
養い、社会に有能な人材の育成を通し、地域社会の建設と人類の福祉に貢献することを目的とする。

011‐616‐6514
分野 認定課程名 認定学科名 専門士 高度専門士

設置者名 設立認可年月日 代表者名 所在地

学校法人西野学園 昭和43年1月10日 前鼻　英蔵
〒063-0034
札幌市西区西野4条6丁目11－15

（電話）

札幌リハビリテーション
専門学校

平成13年3月30日 村田　尋如
〒060-0004
札幌市中央区北4条西19丁目1‐3

（電話） 011‐616‐2221

（別紙様式４）

平成29年10月1日
（前回公表年月日：平成28年10月1日）

職業実践専門課程の基本情報について

学校名 設置認可年月日 校長名 所在地



（留意事項）
１．公表年月日（※１）
最新の公表年月日です。なお、認定課程においては、認定後１か月以内に本様式を公表するとともに、認定の翌年度以降、毎年度７月末を基準日として最新の情報を反映
した内容を公表することが求められています。初回認定の場合は、認定を受けた告示日以降の日付を記入し、前回公表年月日は空欄としてください

２．就職等の状況（※２）
 「就職率」及び「卒業者に占める就職者の割合」については、「文部科学省における専修学校卒業者の「就職率」の取扱いについて（通知）（２５文科生第５９６号）」に留意
し、それぞれ、「大学・短期大学・高等専門学校及び専修学校卒業予定者の就職（内定）状況調査」又は「学校基本調査」における定義に従います。
（１）「大学・短期大学・高等専門学校及び専修学校卒業予定者の就職（内定）状況調査」における「就職率」の定義について
①「就職率」については、就職希望者に占める就職者の割合をいい、調査時点における就職者数を就職希望者で除したものをいいます。
②「就職希望者」とは、卒業年度中に就職活動を行い、大学等卒業後速やかに就職することを希望する者をいい、卒業後の進路として「進学」「自営業」「家事手伝い」「留
年」「資格取得」などを希望する者は含みません。
③「就職者」とは、正規の職員（雇用契約期間が１年以上の非正規の職員として就職した者を含む）として最終的に就職した者（企業等から採用通知などが出された者）をい
います。
※「就職（内定）状況調査」における調査対象の抽出のための母集団となる学生等は、卒業年次に在籍している学生等とします。ただし、卒業の見込みのない者、休学中の
者、留学生、聴講生、科目等履修生、研究生及び夜間部、医学科、歯学科、獣医学科、大学院、専攻科、別科の学生は除きます。
（２）「学校基本調査」における「卒業者に占める就職者の割合」の定義について
①「卒業者に占める就職者の割合」とは、全卒業者数のうち就職者総数の占める割合をいいます。
②「就職」とは給料、賃金、報酬その他経常的な収入を得る仕事に就くことをいいます。自家・自営業に就いた者は含めるが、家事手伝い、臨時的な仕事に就いた者は就職
者とはしません（就職したが就職先が不明の者は就職者として扱う）。
（３）上記のほか、「就職者数（関連分野）」は、「学校基本調査」における「関連分野に就職した者」を記載します。また、「その他」の欄は、関連分野へのアルバイト者数や進
学状況等について記載します。
３．主な学修成果（※３）
認定課程において取得目標とする資格・検定等状況について記載するものです。①国家資格・検定のうち、修了と同時に取得可能なもの、②国家資格・検定のうち、修了と
同時に受験資格を取得するもの、③その他（民間検定等）の種別区分とともに、名称、受験者数及び合格者数を記載します。自由記述欄には、各認定学科における代表的
な学修成果（例えば、認定学科の学生・卒業生のコンテスト入賞状況等）について記載します。

経済的支援
制度

■学校独自の奨学金・授業料等減免制度：　有
１．特別奨学生支援制度
仕事への志が高く人物・成績ともに優秀な方に対して、本校の特別奨学生として適格であると認め、入学時学納金のうち入学金全額または一部を免除する制度
２．子弟入学者支援制度
本校在学生または卒業生の親・子・兄弟・姉妹で、本校へ入学した方に対して、授業料の一部を減免する制度
３． 特別経済支援制度
修学意欲が高く成業の見込みがある方で、個人住民税所得割が非課税の世帯など経済的な理由により就学困難な事情のある方を対象に支援する制度
４．西野学園学費支援制度
経済的理由から学校納付金納入が困難な状況で、学業成績が平均水準以上で日常の生活態度が良好な方に対し、第Ⅲ期学校納付金額を上限に支援する制度
5．遠距離通学サポート制度
遠距離のため経済的に進学が困難な方を対象として、通学に係る経済的な配慮を行う制度

■専門実践教育訓練給付：　非給付対象

第三者による
学校評価

■民間の評価機関等から第三者評価：　無

※なお、平成28年度に、文部科学省委託事業「理学・作業療法における第三者評価（モデル事業）」で第三者評価を実施。概要は以下のとおり。
１．評価団体
第三者評価委員会（代表機関 学校法人福田学園）　文部科学省委託事業「理学・作業療法における第三者評価（モデル事業）」
２．調査期間
平成28年9月～11月（訪問調査 平成28年11月15日）
３．評価内容
基準１　目的・目標の設定及び入学者選抜
基準２　学校運営
基準３　財務
基準４　養成施設指定規則との適合性
基準５　職業実践専門課程の認定要件の適合性
基準６　内部質保証
基準７　学修成果
基準８　養成施設指定規則との適合性
基準９　臨床実習における産学連携
基準10　社会貢献・地域貢献

当該学科の
ホームページ

ＵＲＬ
URL:http://www.nishino-g.ac.jp/

http://www.nishino-g.ac.jp/


種別

①

①

③

③

③

③

③

１．「専攻分野に関する企業、団体等（以下「企業等」という。）との連携体制を確保して、授業科目の開設その他の教育課
程の編成を行っていること。」関係

（１）教育課程の編成（授業科目の開設や授業内容・方法の改善・工夫等を含む。）における企業等との連携に関する基本
方針

　教育課程の編成は、関係法令等を遵守し編成されなければならない。学生の実態・企業等（医療機関等）の要望を把握
し、教育課程編成委員会で討議を行う。
　理学療法士科では「臨床見学実習」「臨床実習Ⅰ」「臨床実習Ⅱ」「臨床実習Ⅲ」にて医療機関や介護老人保健施設等で
の臨床実習を行っている。そして、１年次「理学療法概論演習」、３年次「理学療法評価学総合実習」の科目内において、
企業等（医療機関等）との連携のもと授業展開を行っている。また、本学では年１回「臨床実習指導者会議」および「合同
就職説明会」を実施している。
　上述のように、複数授業科目や会議等において学校側と企業等（医療機関等）との意見交換を日頃から活発に行い、教
育課程の編成にあたり貴重なご意見をいただき連携体制を確保している。

（２）教育課程編成委員会等の位置付け

　教育課程編成委員会は、札幌リハビリテーション専門学校が実践的かつ専門的な職業教育を実施するために、関係施
設等との連携を通じて必要な情報の把握・分析を行い教育課程の編成に生かすことを目的に設置している。
　委員会の委員は校長が指名する教職員の他、理学療法分野および作業療法分野に精通する関係施設等の役職員等
から広く選任する。業界全体の動向や地域の医療政策に関する知識ある委員と共に、近年の学生の実態を踏まえた中で
教育課程編成委員会で積極的な意見交換を行い、学校組織における教育課程委員会でカリキュラムの改善を検討し、職
員会議にて報告している。

（３）教育課程編成委員会等の全委員の名簿

吉岡　英章 医療法人社団憲仁会　牧田病院
平成28年4月1日～平成
30年3月31日（２年）

佐藤　喜亮 社会医療法人社団三草会　クラーク病院
平成28年4月1日～平成
30年3月31日（２年）

平成29年10月1日現在

名　前 所　　　属 任期

杉原　俊一 医療法人秀友会　札幌秀友会病院
平成28年4月1日～平成
30年3月31日（２年）

大矢　恒司
札幌リハビリテーション専門学校
作業療法士科学科長

平成28年4月1日～平成
30年3月31日（２年）

髙國　憲二
札幌リハビリテーション専門学校
理学療法士科学科長

平成28年4月1日～平成
30年3月31日（２年）

高松　尚徳 社会医療法人社団三草会　クラーク病院
平成28年4月1日～平成
30年3月31日（２年）

村田　尋如 札幌リハビリテーション専門学校校長
平成29年4月1日～平成
30年3月31日（1年）

第３回　平成30年2月15日　16：30～18：00（開催予定）

（５）教育課程の編成への教育課程編成委員会等の意見の活用状況

　教育課程編成委員会、臨床実習指導者会議、合同就職説明会等での貴重な情報交換をもとに、現場が求める人材の
育成を日頃から実践するよう教員全体での共通認識を持ち、実践的な職業教育を行っている。
　教育課程編成委員会や実習指導者会議での意見を踏まえて、実習への不適応の学生の予防として、学内での
OSCE(客観的臨床能力試験)実施やＰＢＬ（問題基盤型学習）などをとおして、学生の学習効果を高めている。

２．「企業等と連携して、実習、実技、実験又は演習（以下「実習・演習等」という。）の授業を行っていること。」関係

（１）実習・演習等における企業等との連携に関する基本方針

　本学科では臨床実習の位置づけと意義を「札幌リハビリテーション専門学校　臨床実習指導要綱」において次のように定
めている。「臨床実習とは、学校の授業で学んだ理論、知識および技術を臨床で総合的に実証、体験する場であるととも
に、療法士として働くための業務全般を知る機会であり、理学療法・作業療法とは何かを考えるうえでも重要な意味を持つ
ものです。臨床実習をとおして学生は、医療専門職としての認識を高め、職業人としての態度を身につけるとともに、理学
療法・作業療法の基礎技術・技能と種々の障害に対するアプローチの仕方を学ぶ。」
　以上のことを基本方針とし実習等を行っている。

　※委員の種別の欄には、委員の種別のうち以下の①～③のいずれに該当するか記載すること。
　　　①業界全体の動向や地域の産業振興に関する知見を有する業界団体、職能団体、
　　　　地方公共団体等の役職員（１企業や関係施設の役職員は該当しません。）
　　　②学会や学術機関等の有識者
　　　③実務に関する知識、技術、技能について知見を有する企業や関係施設の役職員

（４）教育課程編成委員会等の年間開催数及び開催時期

（開催日時）

第１回　平成29年6月22日　16：30～18：00

第２回　平成29年9月14日　16：30～18：00



臨床実習Ⅲ

　臨床実習指導者の下、各種疾患の障害に対するリハビリテー
ション全般を実習体験します。身体的・精神的・社会的な面など
対象者を取り巻く状況全てを包括的にとらえ、医療従事者として
リハビリテーション専門職としての基本的な資質・知識・技術を
身につけることを目標とします。また、評価～問題点の抽出～治
療計画の立案～治療の実施という一貫した流れを経験し学習し
ます。

（２）実習・演習等における企業等との連携内容

　本学科では、臨床実習として「臨床見学実習」「臨床検査実習」「臨床実習Ⅰ」「臨床実習Ⅱ」「臨床実習Ⅲ」を教育課程に
設定しており、臨床実習指導者・学生・学校の三者間で常に綿密なコミュニケーションを図り、連携をとりながら以下の目標
を達成すべく実習を進めている。
　１）人権尊重の理念を理解し、理学療法士としての倫理感をもって行動できる。
　２）対象者の身体及び精神状態に応じ、理学療法の観点から観察・評価し、治療計画の立案及び治療・援助を行う上で
の知識・技術を身につける。
　３）対象者の持つ状況（身体的・精神的・心理社会的）を総合的に捉え、それぞれのニーズに合わせた適切な理学療法を
実施できる。
　４）保健医療及び福祉活動の中で、リハビリテーションの一領域を担う専門、技術職としてその業務と役割を自覚し、チー
ムアプローチの重要性を認識すると共に、他職種や関連機関と連携を取ることができる。
　また、臨床実習終了後には、見学報告会(臨床見学実習)および症例検討会（臨床実習Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ）を行う。

（３）具体的な連携の例※科目数については代表的な５科目について記載。

科　目　名 科　目　概　要 連　携　企　業　等

理学療法概論演習

　「理学療法」に関連したさまざまな体験を通して、「理学療法
士」像を具体的にイメージできるようになることを目標としていま
す。また、病院見学や先輩との交流などにより、「自身が目指す
理学療法士になる方法」を明確にすることを目標とします。

医療法人渓仁会手稲渓仁会病院

臨床見学実習

臨床実習Ⅰ

臨床実習Ⅱ

　リハビリテーション専門職を目指す学生として、基礎医学分野
や専門分野の基礎的な領域の学習が一段落した段階におい
て、実際の臨床現場を見学します。
　医療現場の見学やリハビリテーションを中心として治療の見
学、リハビリテーションスタッフによる一連の医療活動全般の見
学及びチームアプローチの実際を体験します。

　2年次の臨床見学実習で得られた知識や経験の上に専門知
識を加えて、実施の臨床場面において評価から問題点の抽出、
目標設定・治療計画の立案までのプロセスを経験します。

　臨床実習指導者の下、各種疾患の障害に対するリハビリテー
ション全般を実習体験します。身体的・精神的・社会的な面など
対象者を取り巻く状況全てを包括的にとらえ、医療従事者として
リハビリテーション専門職としての基本的な資質・知識・技術を
身につけることを目標とします。また、評価～問題点の抽出～治
療計画の立案～治療の実施という一貫した流れを経験し学習し
ます。

札幌中央病院・札幌厚生病院・宮の
森記念病院・札幌スポーツクリニック・
中村記念病院・クラーク病院・札幌禎
心会病院・札幌道都病院・札苗病院・
イムス札幌消化器中央総合病院・心
臓血管センター北海道大野病院・五
輪橋病院・南小樽病院・札幌新川整
形外科・柏葉脳神経外科病院・石橋
胃腸病院・札幌センチュリー病院・記
念塔病院・桜台明日佳病院・新さっぽ
ろ脳神経外科病院・新札幌パウロ病
院・札幌秀友会病院・手稲渓仁会病
院・札樽病院・おたる港南クリニック・
朝里中央病院・北海道社会事業協会
余市病院・花川整形外科医院・西堀
病院・函館整形外科クリニック・介護
老人保健施設やわらぎ苑上磯・ディ
サービスセンターこうよう・留萌セント
ラルクリニック・稚内禎心会病院・協立
病院・帯広徳洲会病院・オホーツク海
病院・北星脳神経心血管内科病院・
勤医協中央病院・札幌第一病院・札
幌宮の沢脳神経外科病院・北祐会神
経内科病院・定山渓病院・北海道大
学病院・松田整形外科記念病院・国
立病院機構北海道がんセンター・整
形外科北新病院・北海道立子ども総
合医療療育センター・北海道社会事
業協会小樽病院・花川病院・八雲総
合病院・函館渡辺病院・森病院・函館
おおむら整形外科病院・大川原脳神
経外科病院・聖ヶ丘病院・滝川脳神経
外科病院・旭川三愛病院・森山メモリ
アル病院・道北勤医協一条病院・星
が浦病院・オホーツク勤医協北見病
院・東苗穂病院・十勝リハビリテーショ
ンセンター・静和記念病院・さっぽろ厚
別通整形外科・時計台記念病院・イム
ス札幌内科リハビリテーション病院・
旭川リハビリテーション病院・製鉄記
念室蘭病院・伊達赤十字病院・札幌
西円山病院・国立病院機構八雲病
院・札幌円山整形外科病院・リラ整形
外科クリニック・岩見沢北翔会病院・
北海道労災病院せき損センター・札幌
白石記念病院・札幌山の上病院・北
海道リウマチ科病院・愛全病院・中村
記念南病院・北樹会病院・東小樽病
院・高橋病院・函館病院・豊岡中央病
院・釧路協立病院



３．「企業等と連携して、教員に対し、専攻分野における実務に関する研修を組織的に行っていること。」関係

（１）推薦学科の教員に対する研修・研究（以下「研修等」という。）の基本方針

　本校は教職員研修規程により、関連分野における最新の知識・技能等を習得するための教職員の研修等に組織的・継
続的に取り組んでいる。
　年度初めに教員全員の研修年間計画を作成し提出するほか、必要によって校長の命によって研修を指示する場合もあ
る。

（２）研修等の実績

①専攻分野における実務に関する研修等

②指導力の修得・向上のための研修等
・第1回職業実践専門課程に係る研修会参加（札幌）　7/21
・北海道私立専修学校各種学校教員能力認定研修会参加（札幌）　7/24、26、31
・全国リハビリテーション学校協会北海道ブロック第1回教員研修会参加　8/5
・国試塾対策ゼミ参加（札幌）　10/7-10/9予定
・冬季研修会参加（西野学園）　1/15-1/16予定
・北海道リハビリテーション協会研修会（札幌）　1月予定
・全国リハビリテーション学校協会北海道ブロック第2回教員研修会　2月予定

・札幌医科大学解剖学第二講座（医学研究科生体機能構造学）訪問研究　概ね週1～2回
・北翔養護学校肢体不自由児支援 臨床研修　週1回（60分）程度
・いしかり脳神経外科クリニック デイサービス 臨床研修　週1回（90分）程度
・第25回全道学術研修大会参加（小樽）　5/23-5/24
・第51回日本理学療法学術大会発表、参加（札幌）　5/27-5/29
・第28回全国リハビリテーション学校協会教員研修会・教育研究大会発表（香川）　8/26-8/28
・第67回北海道理学療法士学術大会参加（函館）　10/25-10/26
・地域包括ケアシステム介護予防アドバイザー養成研修参加（札幌）　1/14-1/15
・動作分析実習セミナー参加（新潟）　3/23-3/26

②指導力の修得・向上のための研修等

・第1回職業実践専門課程に係る研修会参加（札幌）　7/22
・第43回理学療法士、作業療法士、言語聴覚士養成施設等教員講習会参加（東京）　8/22-9/14
・国試塾対策ゼミ参加（札幌）　10/8-10/10
・北海道私立専修学校各種学校連合会研修会参加　12/16
・第2回職業実践専門課程に係る研修会参加（札幌）　12/16
・冬季研修会参加（西野学園）　1/12-1/13

＜学園による指導力向上としての公開授業及び授業検討会の実施実績＞
・科目「運動器障害理学療法Ⅰ」　6/14
・科目「老年期障害学」　10/18
・科目「中枢神経障害江医学療法Ⅱ」　10/18
・科目「研究方法論」　10/31
・科目「基礎理学療法学」　11/15
・科目「運動療法総論」　11/25
・科目「物理療法Ⅰ」　12/13
・科目「身体運動機能学Ⅱ」　1/18

＜学園による新任教員指導力向上としての初任者授業研修及び授業検討会の実施実績＞
・科目「理学療法基礎評価学実習」　6/9
・科目「物理療法Ⅱ」　7/29
・科目「物理療法Ⅰ」　10/17

（３）研修等の計画

①専攻分野における実務に関する研修等

・札幌医科大学解剖学第二講座（医学研究科生体機能構造学）訪問研究　概ね週1～2回
・北翔養護学校肢体不自由児支援 臨床研修　週1回（60分）程度
・いしかり脳神経外科クリニック デイサービス 臨床研修　週1回（90分）程度
・第26回全道学術研修大会参加（砂川）　4/22-4/23
・第52回日本理学療法学術大会発表（千葉）　5/12-5/14
・new education expo 2017参加（札幌）　6/1-6/3
・認定理学療法士指定研修会参加（札幌）　9/9
・道民カレッジ連携講座第15回放送大学研究発表会発表（札幌）　9/9
・CRASEEDセミナー参加（兵庫）　9/10
・第5回日本運動器理学療法学会参加（札幌）　9/23-9/24
・第68回北海道理学療法士学術大会参加（函館）　10/21-10/22予定
・北海道リハビリテーション協会研修会参加（札幌）　1月予定



４．「学校教育法施行規則第１８９条において準用する同規則第６７条に定める評価を行い、その結果を公表していること。
また、評価を行うに当たっては、当該専修学校の関係者として企業等の役員又は職員を参画させていること。」関係

（１）学校関係者評価の基本方針

１　本校の教育目標、計画に沿った取組の達成状況、学校運営等への取組が適切に行われたかについて自己評価を行
い、学校運営等の課題について、継続的に改善を図るとともに、評価結果を公表する。
２　本校教職員の自己評価の客観性・透明性を高めるため、理学療法士・作業療法士科に関連する企業・団体、卒業生、
保護者など、学校と密接に関係する者の理解促進を図り、継続した連携協力体制を確保するため、業界関係者、卒業生、
保護者等学校関係者からの規定に基づき選任した委員による「学校関係者評価委員会」を設置し「学校関係者評価」を実
施する。
当該委員会の委員の助言、意見などの評価結果を学校運営等の改善に活用するとともに、ホ－ムぺ－ジに掲載し広く社
会へ公表する。

（２）「専修学校における学校評価ガイドライン」の項目との対応

＜学園による指導力向上としての公開授業及び授業検討会＞
・科目「理学療法総合演習Ⅰ」　7/7
・科目「理学療法総合演習Ⅰ」　7/25
・科目「理学療法基礎評価学」　10月予定
・科目「運動器障害理学療法評価法」　10月予定
・科目「老年期障害学」　10月予定
・科目「発達障害理学療法評価法」　11月予定
・科目「身体運動機能学Ⅱ」　1月予定

ガイドラインの評価項目

（１）教育理念・目標

（２）学校運営

（３）教育活動

（４）学修成果

（５）学生支援

学校が設定する評価項目
１　　理念・目標・育成人材は定められているか
２　　社会のニーズ等を踏まえた学園の構想を抱いているか
３　　理念・目標・育成人材像・特色などが学生・保護者等に周知されているか

４　　目標等に沿った運営方針が策定されているか
５　　運営組織は明確にされ、有効に機能しているか
６　　情報システム等による業務の効率が図られているか
７　　学校内総合力を高めるための連携と協働体制の確立が図られているか
８　　教育活動に関する情報公開が適切になされているか

９　　教育理念・育成人材像や業界のニーズを踏まえた教育機関として修業年限等に対応
した教育到達レベルや学習時間の確保は明確にされているか
１０　学校行事の適切な企画、円滑な運営がなされているか。
１１　授業規律を確保し、指導体制の立て直しが図られているか
１２　関連分野の企業、関連施設等、業界団体等の連携により、教育課程の作成、見直し
が行われているか
１３　成績評価、単位認定の基準は明確になっているか
１４　授業評価の実施、評価体制があるか
１５　職員の能力開発のための研修が行われているか
１６　クラス担任と教科担任の連携を密にし、学生の実態にあった指導法の確立に努めて
いるか
１７　就職率の向上は図られているか
１８　退学率の低減は図られているか
１９　卒業生・在校生の社会的な活動及び評価を把握しているか

２０　学生相談に関する体制は整備されているか
２１　学生の経済的側面に対する支援は整備されているか
２２　保護者と適切に連携しているか
２３　卒業生への支援体制はあるか
２４　LHRなどを効果的に活用し、職業観の育成に努めているか
２５　社会のニーズを踏まえた教育環境が整備されているか
２６　学生が自己理解、自己啓発、自己実現をするための方策が整備されているか

（６）教育環境

（７）学生の受入れ募集

（８）財務

（９）法令等の遵守

（１０）社会貢献・地域貢献

（１１）国際交流

２７　施設・設備は、教育上の必要性に十分対応できるように整備されているか
２８　図書室利用の活性化が図られているか
２９　防災に対する体制は整備されているか

３０　学生の募集は適切に行われているか
３１　学生募集活動について、教育成果は正確に伝えられているか

３２　中長期的に学校の財務基盤は安定しているといえるか
３３　予算・収支計画は有効かつ妥当なものとなっているか

３４　法令、専門学校設置基準等の遵守と適切な運営がなされているか
３５　個人情報に関し、その保護のための対策がとられているか

３６　学校の教育資源や施設を活用した社会貢献・地域貢献を行っているか
３７　学生ボランティア活動を奨励・支援しているか

※（１０）及び（１１）については任意記載。



種別

元校長

企業等委員

企業等委員

卒業生

卒業生

梶山　優洋 元北海道千歳高等学校校長
平成28年4月1日～平成
30年3月31日（２年）

杉原　俊一 医療法人秀友会　札幌秀友会病院
平成28年4月1日～平成
30年3月31日（２年）

（３）学校関係者評価結果の活用状況

　「専修学校における学校評価ガイドライン」に基づき、学校関係者として卒業生らとともに、各専攻分野企業等（医療機関
等）から委員が参画した学校関係者評価委員を設置。特に企業等（医療機関等）との密接な連携による取り組みを重要と
考え、学校評価を通じた組織的・継続的な教育活動等の改善をはかる。
　学校関係者評価委員会による評価から、自己点検評価について概ね、理解を頂いていると考える。今後の対策として、
専門職としての職業意識の向上を図るため現在実施している、卒業生による職場体験や臨床実践についての講義の内容
の更なる充実に努めている。
　また、同窓会と共催による研修会、並びに他団体との研修会をとおして、学校開放に努め、地域に開かれた学校を目指
している。

（４）学校関係者評価委員会の全委員の名簿

　　　平成29年10月1日現在

名　前 所　　　属 任期

高松　尚徳 社会医療法人社団三草会　クラーク病院
平成28年4月1日～平成
30年3月31日（２年）

　※委員の種別の欄には、学校関係者評価委員として選出された理由となる属性を記載すること。
　（例）企業等委員、PTA、卒業生等

（５）学校関係者評価結果の公表方法・公表時期

吉岡　英章 医療法人社団憲仁会　牧田病院
平成28年4月1日～平成
30年3月31日（２年）

佐藤　喜亮 社会医療法人社団三草会　クラーク病院
平成28年4月1日～平成
30年3月31日（２年）

ガイドラインの項目 学校が設定する項目

（１）学校の概要、目標及び計画

・学校の教育・人材養成の目標及び教育指導計画、経営方針
・校長名、所在地、連絡先等
・学校の沿革

（２）各学科等の教育

・収容定員、在学学生数
・カリキュラム
・進級・卒業の要件等（成績評価基準、卒業・修了の認定基準等）
・学習の成果として取得を目指す資格、合格を目指す検定等
・卒業者数、卒業後の進路（主な就職先）

（ホームページ　・　広報誌等の刊行物　・　その他（　　　　　　　　　　　）　　　）
URL:http://www.nisnino-g.ac.jp

５．「企業等との連携及び協力の推進に資するため、企業等に対し、当該専修学校の教育活動その他の学校運営の状況
に関する情報を提供していること。」関係

（１）企業等の学校関係者に対する情報提供の基本方針

本校の『教育力向上』をめざした学生支援体制は、1.「わかる授業」の実践、2.「できるシート」（到達度評価表）、3.「教員の
指導力」、4.企業等（医療機関等）の連携であり、これら本校の特色ある教育活動をＨＰ、卒業生向け広報誌、臨床実習指
導者会議、保護者懇談会などで積極的に発信することを情報提供の基本方針としている。
URL:http://www.nisnino-g.ac.jp

（６）学生の生活支援 ・学生支援への取り組み状況

（７）学生納付金・修学支援
・学生納付金の取り扱い
・活用できる経済的支援措置の内容等（奨学金、授業料減免等の案内等）

（８）学校の財務 ・財産目録・賃借対照表、収支計算書

（３）教職員 ・教職員数

（４）キャリア教育・実践的職業教育

・キャリア教育への取り組み状況
・実習等の取り組み状況
・西野学園ＦＤ・ＳＤ推進室等への取り組み状況

（５）様々な教育活動・教育環境
・学校行事への取り組み状況
・課外活動（ボランティア）

※（１０）及び（１１）については任意記載。

（３）情報提供方法

URL:http://www.nisnino-g.ac.jp

（９）学校評価
・自己評価、学校関係者評価の結果
・評価結果を踏まえた改善方策

（１０）国際連携の状況
（１１）その他

http://www.nisnino-g.ac.jp/
http://www.nisnino-g.ac.jp/
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○ 物理学

　各種の理学療法を学ぶときに必要となる物理学
の基礎を学習します。また、その中で使用する機
器に用いられている原理やメカニズムを理解する
のに必要な「物理量」に関連した法則を学びま
す。
　本科目では、高校で物理を履修していないこと
も視野におき、法則を理解できる力を養成するこ
とを主に目的とします。

１
・
通
年

30 2 ○ ○ ○

○ 情報科学と処理

　近年の医療技術の高度化は、従来の医学固有の
技術のみならず周辺領域の科学技術によって支え
られており、特に急速な発展を遂げているＩＴ技
術はその代表ともいえるものです。
　この授業ではパソコンで広く利用されている日
本語ワープロソフト、表計算ソフト、プレゼン
テーションソフトの操作を演習を通して学び、情
報処理に必要な技能や応用力を身につけます。

１
・
通
年

60 2 ○ ○ ○

○ 社会学

　人々は社会的存在であり、生まれる前から死後
も、個人として、また集団、地域社会、国、世界
の一員として、常に他者に影響を与え、与えられ
ています。社会学の目的は、その仕組みや影響を
独自の視点、言葉、考え方を使って説明・解明す
ることです。
　これをふまえて本授業では、まず１〜５回目に
身近なトピックを社会学的に考察します。そして
７回目以降は、保健医療に関するトピックを社会
学的に捉えます。

１
・
前
期

30 2 ○ ○ ○

○ 法学

　私たちの日常生活における行動の基礎には民法
という法律が関わっています。民法は、財産、契
約、家族などの項目について規定しています。こ
の民法を学習し、私たちの行動を法律的に理解で
きるようになることを目指します。また、社会生
活をおくるうえで知っておくべき法律を習得しま
す。

１
・
前
期

30 2 ○ ○ ○

○ 心理学

　心理学とは、心についての学問であり、心を知
ることは人間の行動や内面を理解することにつな
がります。この授業では、心理学の基礎的な知識
を体系的に学び、人の心理について理解を深める
ことを目指します。心理学が理学療法士や作業療
法士にとってどのような意味があるのか、考えな
がら授業を受けてもらいたいと思います。

１
・
後
期

30 2 ○ ○ ○

○
ソーシャルスキ
ルⅠ

　みなさんはこれから４年間で理学療法士になる
ためにたくさんの専門知識を学んでいきます。そ
のことは理学療法士になるために不可欠なことで
すが、その知識を使う人がどんな人なのかで、使
い方の豊かさは違ってきます。この科目ではポー
トフォリオなどを活用し、今の自分を知り、これ
から目指す自分を一人一人考えます。
　また、理学療法士は相手の個性を大事にしなが
ら、その方とともに歩むことを仕事にする職種で
す。先ずは、自分の個性を大事にしながら、目標
に向かって成長するイメージを作ります。
　あわせて、この科目では学校生活を送る上で高
校生時代を振り返りながら、４年後社会人になる
準備のために、守らなければならないマナーを学
びます。

１
・
通
年

30 1 ○ ○ ○

授業科目等の概要

（医療専門課程理学療法学科）平成２９年度入学生
分類
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○
ソーシャルスキ
ルⅡ

　医療職としてのコミュニケーション力は、多様
化する対象者のニーズに応えるために必要不可欠
なものです。同時に、このコミュニケーション力
を自律性を持って発揮できる自己が備わっていな
ければ、持っている力は十分に活かされません。
ここでは、自律からコミュニケーションスキルに
渡り、学習していきます。また、理学療法士とし
て必要な「論理力」を身につけます。理学療法士
は、何らかの問題を抱えている対象者をより良い
方向に、時には導き、時には共に歩むことが仕事
です。論理的に物事を受け止め、考えることによ
り、説明できる力を身につけます。

１
・
通
年

45 2 ○ ○ ○

○
ソーシャルスキ
ルⅢ

　私たちの仕事は、医学的知識をもとに身につけ
た技術を利用者（被援助者）にサービスとして提
供することです。しかし、いくら確かな知識・技
術を身につけても利用者と理学療法士（援助者）
の間に信頼関係を築くことができなければ、その
知識・技術を役立てることはできません。この科
目では、医療・福祉に携わるものとして身につけ
ておきたい、話す・書くといった手段を用いた
様々なコミュニケーションについて学びます。

１
・
通
年

60 2 ○ ○ ○

〇
ソーシャルスキ
ルⅣ

　就職活動に向けて、就職説明会、事業所訪問、
電話連絡、就職試験、就職面接、試験後の作法・
礼法を身につけます。自己分析により自己を理解
し、長所を引き出して自信を持って就職試験に臨
めるよう指導します。

４
・
後
期

30 1 ○ ○ ○ ○

○ 体育

　集団で行う運動・スポーツを通して、自己の健
康の保持増進、他者とのコミュニケーションを図
り、集団で運動・スポーツを行うことの意義を体
験します。また、各種の技術と理論およびルール
を習得します。

１
・
通
年

60 2 ○ ○ ○

○ 文章表現法

　自分の意見を伝えたり、相手の話を正確に聞き
取るなど、ことばによるやり取りはコミュニケー
ションの重要な位置を占めます。また、正確で表
現力豊かな文章を書くことは、社会人として欠か
せない基本的素養です。書き手の考え方、意見心
情がどのように表現されているかによって、読み
手に対する説得力が大きく違ってきます。そのた
め、論旨の展開や文脈を整える技術を身につける
ことが必要になります。
　自分の考えをまとめて、他者に伝わるような文
章にしていくプロセスを経験し、レポート等の作
成に役立てていくことをねらいとします。

１
・
前
期

30 2 ○ ○ ○

○ 医療英語

　国際社会化が進む中、公用語として幅広く使用
している「英語」による会話を学びます。コミュ
ニケーションの1つの手段として日常会話の習得を
目指します。
　医学および医療現場でよく使用されている英語
の読解力・聴解力・表現力を養います。

１
・
前
期

30 2 ○ ○ ○

○ 解剖学Ⅰ

　これから医学を学ぶものにとって「解剖学」は
知識の土台となるものです。今後学ぶ専門分野の
科目や卒業後の臨床においても、常に問われる分
野の学問です。身体（解剖学では、人体と呼びま
す）の構造を１つ１つ学び、表現するための専門
用語を知り、基本的な形態を学んでいきます。

１
・
後
期

30 2 ○ ○ ○

○ 解剖学Ⅱ

　身体の運動は関節が筋によって動かされること
で起こっています。筋は中枢神経からの命令に
よって動いています。身体運動機能学Ⅱは、身体
運動機能学Ⅰで学んだ人体の骨、筋、神経の構
造・機能を基に主に関節運動について学んでいき
ます。

１
・
後
期

30 2 ○ ○ ○

○
身体運動機能学
Ⅰ

　骨格構造、関節構造、筋の付着、神経など身体
の構造と機能について学ぶ科目です。専門基礎科
目・専門科目において土台となる知識を修得する
大切な科目の1つです。この科目を通して、臨床医
学を理解するための知識のみならず、評価・治療
を行なうための基礎的な知識を身に付けてくださ
い。

１
・
前
期

60 4 ○ ○ ○



○
身体運動機能学
Ⅱ

　身体の運動は関節が筋によって動かされること
で起こっています。筋は中枢神経からの命令に
よって動いています。身体運動機能学Ⅱは、身体
運動機能学Ⅰで学んだ人体の骨、筋、神経の構
造・機能を基に主に関節運動について学んでいき
ます。

１
・
後
期

30 2 ○ ○ ○

○
身体運動機能学
演習

　専門基礎科目・専門科目において土台となる知
識を習得する大切な科目の1つです。
　身体運動機能学実習では骨ならびに筋の触診を
目的とした体表解剖、総まとめとしてご献体での
解剖学実習を行ないます。この科目を通して、臨
床医学を理解するための知識のみならず、評価・
治療を行なうための基礎的な知識を身に付けてく
ださい。

２
・
通
年

30 1 ○ △ ○ ○ ○

○ 生理学Ⅰ

　生命活動を維持するために必要な体液、血液と
循環、呼吸、消化吸収、排泄、ホルモンなどの機
能について学習します。

１
・
前
期

30 2 ○ ○ ○

○ 生理学Ⅱ

　生体が外部環境に対応していくための、筋の運
動・感覚・末梢神経系・中枢神経系などの機能に
ついて学びます。

１
・
後
期

60 4 ○ ○ ○

○ 生理機能演習

　生理学ⅠおよびⅡの授業で得た知識をより理解
するとともに、授業では得られない内容を実験や
体験を通して知ることを目的としています。実習
材料の取り扱いや機器の使用法など生理機能に関
する研究技術を身につけることも大切です。実習
は、循環（心電図）、筋電図、呼吸の3つのテーマ
について行います。

２
・
前
期

30 1 ○ ○ ○

○ 運動学

　運動学は、身体運動を科学的に捉える学問で
す。運動は関節が筋によって動かされることで起
こります。筋は中枢神経からの命令によって動い
ています。
　身体運動機能学Ⅰ・Ⅱでは骨・筋・関節そして
神経系の構造、関節単位の運動について学習しま
した。この科目では中枢神経系と運動の関係や、
人間の運動がどのように行われているか、また、
どのような運動を行うことが可能かということに
ついて学習していきます。

２
・
前
期

30 2 ○ ○ ○

○ 運動学実習

　『運動学』で学んだ知識を基に身体運動の制
御、動作、歩行について実習を通して理解を深め
ます。人間がどのように動き、活動することがで
きるかについて、正常の反応を基本に自身あるい
はお互いの体を使って確かめていきます。また、
異常な動作についてもビデオ教材等を利用して運
動学的意義を説明できるよう学習していきます。

２
・
後
期

60 2 ○ ○ ○

○ 人間発達学

　人間は生まれもってすべての能力が備わってい
るわけではありません。それぞれの発達時期にど
のような能力が発達するか、認知、社会、身体な
どの側面から学んでもらいます。また、皆さんが
まだ経験していない成人期以降の発達も学ぶこと
から、「ゆりかごから墓場まで」の生涯にわたる
発達について勉強します。今後のリハビリテー
ションにおいて、アプローチをする上で役立てて
ください。

１
・
後
期

30 2 ○ ○ ○

○ 疾患の成り立ち

　医療現場においてセラピストとして心得ておか
なければならない医学知識のうち、各疾患につい
て基本的知識と一般臨床、病理学の概論を学びま
す。

２
・
前
期

15 1 ○ ○ ○

○
薬の作用と救急
対応

　救急対応に関する基本的事項、理学療法士の役
割について学習します。また、理学療法士と関連
深い疾患に対して用いられる薬剤とその副作用を
学習します。

　

２
・
前
期

15 1 ○ ○ ○



○ 臨床心理学

　胎児期から老年期までの心の発達過程を学習
し、それぞれの発達段階に見られる心理的特徴を
理解します。
　患者と医療技術者、患者と家族、患者と患者間
の人間関係を学習し、対人場面における人間の行
動を理解します。
　グループ・ディスカッションを通して、自分の
意見を述べ相手の意見を聞き、チーム医療の重要
性を理解します。

３
・
前
期

30 2 ○ ○ ○

○ 内部障害学Ⅰ

　内科疾患に対するリハビリテーションを行う際
に、臨床において経験すると思われる主に循環器
の疾患について正確な病態を解説し、リハビリ
テーション治療に応用できるように知識を整理し
ていきます。

２
・
前
期

15 1 ○ ○ ○

○ 内部障害学Ⅱ

　内科疾患に対するリハビリテーションを行う際
に、臨床において経験すると思われる代表的な疾
患について正確な病態を解説し、リハビリテー
ション治療に応用できるように知識を整理してい
きます。

２
・
後
期

15 1 ○ ○ ○

○ 運動器障害学Ⅰ

　運動器障害のリハビリテーションを行う上での
上下肢・脊椎疾患の総論を学び、リハビリテー
ション治療に応用できる知識を整理していきま
す。

２
・
前
期

15 1 ○ ○ ○

○ 運動器障害学Ⅱ

　運動器障害のリハビリテーションを行う上での
基礎的疾患である骨折、脱臼、変形性関節症など
の総論を学び、リハビリテーション治療に応用で
きる知識を整理していきます。

２
・
後
期

15 1 ○ ○ ○

〇 神経障害学Ⅰ

　神経障害へのリハビリテーションを行う上での
基礎疾患について学習します。中枢神経系各部位
での障害について、その原因や病態を理解し、神
経学的検査法の概略を学びます。

２
・
前
期

15 1 ○ ○ ○

○ 神経障害学Ⅱ

　神経障害へのリハビリテーションを行う上での
基礎疾患について学習します。中枢神経系各部位
での障害について、その原因や病態を理解し、神
経学的検査法の治療法を学びます。

２
・
後
期

15 1 ○ ○ ○

○ 精神障害学

　作業療法学や理学療法学を学ぶための専門基礎
科目として、精神機能の障害としての精神症状、
精神疾患の成因や診断、治療などを学びます。

２
・
前
期

30 2 ○ ○ ○

○ 発達障害学

　新生児期からの発達・成長と疾患の関係につい
て学び、発達障害の原因と成り立ちを理解すると
ともに、小児を対象とした治療的介入を行なう上
での基本的な知識を身に付けます。また、多くの
疾患の中でも、理学療法士・作業療法士が直接関
わる疾患に対して、どのように理解し治療に役立
てていくかを学んでいきます。

２
・
前
期

15 1 ○ ○ ○

○ 老年期障害学

　我が国は少子高齢化社会に突入し、今後も高齢
者の人口は増加し続けていくことが予測されま
す。必然的に理学療法の対象者も高齢者の占める
割合が多くなります。このような社会情勢の中
で、理学療法士は高齢者の身体的・精神的特性を
理解し、対応していくことが求められます。この
科目では、高齢者の身体特性や心理を学習し、対
象者に適した理学療法の支援のあり方について理
解を深めていきます。

３
・
後
期

15 1 ○ ○ ○

○ 言語聴覚障害学

　言語聴覚障害および摂食・嚥下障害の検査・訓
練・指導法についての基本的知識を身につけ、コ
ミュニケーション時の手段・方法などについて学
習していきます。

２
・
後
期

15 1 ○ ○ ○

○
リハビリテー
ション医学

　これから学ぶことの意味、および将来働くであ
ろう領域に関する認識を確立することを目標とし
ます。リハビリテーションの主な対象疾患の基本
的病態を理解し、リハビリテーションの中で理学
療法や作業療法を実施するための必要な知識を習
得します。

１
・
通
年

15 1 ○ ○ ○



○ 地域福祉概論

　これからの社会福祉は｢地域福祉｣に焦点を置い
て展開されます。｢地域福祉｣とはいったいどのよ
うなものなのか、なぜ今日的課題として重要視さ
れるのか、｢地域で生活すること｣を軸とした地域
福祉の考え方や諸制度、実践に繋がる理論と方法
を学びます。具体的には、地域福祉の基本的考え
方、地域福祉の主体と対象(福祉・医療・保健関係
団体、ボランティア、地域住民等)、地域福祉の推
進方法の実際(ネットワーキング、ボランティア活
動推進等)の学びを通じて、地域社会で求められる
理学療法士の役割について相互理解を目指しま
す。

１
・
通
年

30 2 ○ ○ ○

○ 人間工学

　人が何かの目的で行動を起こそうとするとき、
必要な道具や物を自由に使うことができ、事故の
ない安全かつ効率の良い動作環境が必要となりま
す。生体医用工学と安全工学の知識を利用して生
体情報の検出や情報処理を行い、また治療機器な
どの保守管理を習得して機器の安全性を確認する
ことはリハビリテーション分野の医療人にとって
重要課題です。授業の前編部では、人の動作や運
動と周囲に存在する道具との関わり合いと人体の
物性的特徴や生理学的機能を習得します。中編部
では生体情報の検出構成とその測定原理ならびに
現用医療機器の動作原理を学習します。後編部で
は医療設備や医療環境の整備および安全管理を学
び、最新医療機器の現状把握と問題点の摘出法を
習得します。

２
・
後
期

30 2 ○ ○ ○

○
リハビリテー
ション概論

　これから学んで行く過程で、将来専門職として
必要な専門領域に関する知識を学び理解すること
を目的とします。その中で医学的リハビリテー
ションの考え方 、倫理的配慮の必要性を習得しま
す。

１
・
前
期

15 1 ○ ○ ○

○ 理学療法概論

　みなさんは、理学療法士を目指して、この学科
に入学してきたことと思います。この科目では理
学療法の概念・歴史・現状・将来展望を学ぶこと
により、その決意を再確認し、「よい理学療法士
とは」ということを問いかけたいと思います。

１
・
前
期

30 2 ○ ○ ○

○
理学療法概論演
習

　「理学療法」に関連したさまざまな体験を通し
て、「理学療法士」像を具体的にイメージできる
ようになることを目標としています。また、病院
見学や先輩との交流などにより、「自身が目指す
理学療法士になる方法」を明確にすることを目標
とします。

１
・
通
年

45 2 ○ ○ ○ ○ ○

○ 研究方法論

　医学は日々進歩しており、理学療法においても
様々な試みがなされ、新しい治療法が模索されて
います。これからの理学療法士にはますます根拠
をもって治療を行うことや結果を検証することが
求められることになると考えられます。研究は、
適切に文献などの情報を収集し、客観的・論理的
に自身の考えをまとめることからはじまります。
この科目では、研究活動の基本となることについ
て学習していきます。

３
・
通
年

30 2 ○ ○ ○

○ 理学療法研究

　リハビリテーションにおける研究の基礎（研究
の定義、意義、理論、倫理など）、実験計画、計
測、データ分析や文献的考察および論文の書き方
などを学びます。卒業論文を完成させる過程での
内外研究論文の検索・収集や、実験研究や症例研
究での試行錯誤の経験をとおして、知識の確立や
生涯にわたっての研究テーマの発見などに寄与で
きればと思います。

３
・
通
年

60 2 △ ○ ○ ○

○ 理学療法障害学

　理学療法の評価から治療プログラムの立案まで
の一連の流れを学び、理学療法の体系を理解しま
す。また、理学療法士が治療対象とする疾患の障
害像を確立し、すでに学んでいる評価学・評価学
実習とその疾患を結びつけます。この科目は３年
次に学習する治療学の基礎を作ることを大きな目
的とします。

２
・
後
期

30 2 ○ ○ ○



○
理学療法総合演
習Ⅰ

　生理学の知識を元に、実際に自分の身体で実感
していきながら知識を深めることによって、正常
を理解していきます。正常な人間の体の仕組みが
巧妙に成り立っていることをイメージし、２年次
から学ぶ疾患論に移行する基礎として、解剖学や
生理学の知識の整理を行い、他者に説明できるこ
とを目標とします。

１
・
通
年

60 2 ○ ○ ○ ○

○
理学療法総合演
習Ⅱ

　国家試験合格に向けて効果的な学習を進めるた
めに、まずはどの分野からどのような問題がどの
くらい出題されるのかなどの概要を理解する必要
があります。この講義では、過去に出題された問
題を解きながら、必要とされる知識の確認・まと
めをし、お互いに説明しあい共有することで履修
済みの知識の整理をしていきます。その作業を通
して、学習の仕方・知りたい情報の調べ方だけで
なく出題の傾向についても理解することを目標を
しています。

２
・
通
年

60 2 ○ ○ ○

○
理学療法総合演
習Ⅲ

　国家試験の本番に向けて、当日同様、午前・午
後に分けた模擬試験を経験することにより、専門
基礎分野の出題傾向に慣れ、適切な解答を選択で
きるようになることを目指します。また、回を重
ねる毎に、適切な時間配分でミスなくマークシー
トに記入できる力をつけていきます。早期から実
際の試験感覚に慣れ、弱点分野対策にも役立てら
れるよう国家試験対策を進め、国家試験合格を目
指していきます。

３
・
通
年

30 1 ○ ○ ○

○
理学療法総合演
習Ⅳ

　国家試験の本番に向けて、当日同様、午前・午
後に分けた模擬試験を経験することにより、専門
基礎分野、専門分野の出題傾向に慣れ、適切な解
答を選択できるようになることを目指します。ま
た、回を重ねる毎に、適切な時間配分でミスなく
マークシートに記入できる力をつけていきます。
早期から実際の試験感覚に慣れ、弱点分野対策に
も役立てられるよう国家試験対策を進め、国家試
験合格を目指していきます。

４
・
通
年

90 3 △ ○ ○ ○ ○

○
理学療法文献読
解

　理学療法に限らず医学の世界では常に身体や疾
患、障害とその原因、治療法について研究がなさ
れ、学会演題や文献として発表されています。医
学に携わるわれわれは常に新たな情報を収集し、
そこで得た内容を精査し、場合によっては患者様
に治療として適用します。その中で得た知見や新
たな治療法などがあれば自ら研究し、発表するこ
とが繰り返されることで、医学はここまで発展し
てきました。これから理学療法士となる皆さんに
とっても新たな研究をし、よりよい治療を患者様
に提供することにつなげるためにも現在ある文献
から何かを読み取り、精査する能力が必要となり
ます。
　本科目では文献を検索し選択するところから、
文献を読みそこに書かれている内容を理解するた
めの基礎知識を学びます。

３
・
通
年

15 1 ○ ○ ○

○ 理学療法管理学

　現在の医療の管理現状を知り、社会人としての
必要な管理能力を高めることを目標とします。ハ
ラスメントを含めた労務管理や個人情報保護や転
倒予防といった安全管理や職場環境管理、目標や
業務管理、診療報酬などの運営管理、卒後教育な
どの教育管理などについて学びます。

４
・
通
年

30 2 ○ ○ ○

○
理学療法基礎評
価学

　理学療法を実施するうえで、評価を行うことに
より障がいの状態を正確に把握し、問題点を的確
にとらえ、治療方針を立てるという一連の流れは
必須です。正確で信頼性のある評価を行うこと
は、理学療法士の技術の一つとして重要です。こ
の科目では、理学療法士が行う基本的な評価項目
や、検査・測定の意義、測定方法などを学びま
す。

１
・
後
期

30 2 ○ ○ ○



○
理学療法基礎評
価学実習

　評価とは、情報を入手する、患者の持つ症状や
障害を把握する、それらの情報を分析する、治療
方針を立案する、治療結果を確認する、そして患
者の予後を予測するという一連の流れです。正確
で信頼性のある評価技術によって得られる情報
は、適切な治療を提供する上で欠かせません。こ
の科目では、理学療法士が行う基本的な評価項目
のうち、徒手筋力検査・感覚検査・反射検査につ
いて学んでいきます。理論や意義、決まり事や手
順、注意点についてしっかりと学習しましょう。

２
・
前
期

45 1 ○ ○ ○

○ 医療情報評価学

　本科目では、患者さまの状態に関してより多く
の情報を把握するための手段と、情報を解釈する
方法について学びます。画像診断の原理とその見
方や血液検査の解釈について学習します。また、
医師から処方された薬物が運動に及ぼす影響につ
いて学習します。

２
・
後
期

30 2 ○ ○ ○ ○

○
運動器障害理学
療法評価法

　運動器障害の運動療法を実施する上で、障害の
状態把握やリスクをしっかり把握していることが
重要です。理学療法士にとって、それらを正確に
把握するために信憑性のある評価を行うことが必
要となります。１年次後期から２年次前期で、評
価の基礎を学びました。その評価の知識・技術の
解釈・習得ができていることを前提に、本科目で
は運動器障害の代表的な評価項目とその基本的な
考え方、評価手技を学びます。

２
・
後
期

30 1 ○ ○ ○

○
中枢神経障害理
学療法評価法

　中枢神経障害の理学療法を実施する上で、障害
の状態を正確に把握し、問題点を的確にとらえ治
療方針を立てるために評価を行います。正確で信
憑性のある評価を行うことが、理学療法技術とし
て必要となります。本科目では、主に脳血管障害
に関する様々な評価項目の測定・検査の意義、測
定手法を学びます。

２
・
後
期

30 1 ○ ○ ○

○
発達障害理学療
法評価法

　小児期の特徴の一つに疾患の有無にかかわらず
日々成長・発達をして変化するということがあり
ます。この科目ではそのように変化していく対象
をとらえる方法について学んでいきます。特に、
乳児期の運動発達を理解することは、理学療法士
として重要ですので時間をかけて学習します。ま
た、発達は様々な側面から捉える必要があるため
多くの評価が存在します。ここでは理学療法士が
実際に行う評価を中心に、代表的なものについて
とりあげていきます。

２
・
後
期

15 1 ○ ○ ○

○
内部障害理学療
法評価法

　本科目名にある「内部」とは、心臓・血管の
「循環器系」、肺や横隔膜などの「呼吸器系」、
筋肉や細胞での「代謝系」を含めた、諸機能のこ
とを表します。そのため「内部障害」では、メタ
ボリックシンドロームのような生活習慣病も扱い
ます。
　本科目では、解剖学で学んだ心臓や肺の形状
と、生理学で学んだそれらの機能、正常な状態を
維持するために必要不可欠な要素、疾患による変
化を、どのような評価項目から読み取ればよいの
かという、評価方法について学びます。

２
・
後
期

30 1 △ ○ ○ ○

○
理学療法評価学
総合演習Ⅰ

　臨床検査実習に向けて、1年次・２年次に学習し
た各種検査測定についての再確認を行ないます。
また、患者様の評価をするときに、どのような知
識・準備が必要かを学びます。

２
・
通
年

30 1 △ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○
理学療法評価学
総合演習Ⅱ

　臨床実習Ⅰに向けて、２年次までに学習した各
種検査測定についての再確認を行ないます。ま
た、患者様の評価をするときに、どのような知
識・準備が必要かを学びます。

３
・
通
年

30 ○ ○ ○ ○



○ 運動療法総論

　理学療法の中で大きな柱となる運動療法の概要
を学びます。３年次に学ぶ運動器障害・中枢神経
障害などに共通して必要な関節可動域運動と筋力
増強運動の基本を学びながら、それらが解剖学・
生理学・運動学・病理学などの基礎科目を背景に
成り立っていることを改めて認識し、それぞれの
知識の整理をします。また、演習・実技を通し
て、理学療法士として必要な関節可動域運動と筋
力増強運動の基本的な技術を獲得することはもち
ろんのこと、患者の立場に立つことの重要性を考
えます。

２
・
後
期

30 1 △ ○ ○ ○

○
運動器障害理学
療法Ⅰ

　２年次に運動器障害学で疾患学を学び、理学療
法基礎評価学・実習および運動器障害理学療法評
価法にて、評価の基礎と運動器障害の特殊検査を
学びました。それらの知識、技術の獲得、解釈が
できていることを前提に、運動器障害の理学療法
について学習を進めていきます。整形外科領域の
疾患・障害の運動療法について、基本的な考え方
からその方法を学習し、それら疾患別のリスク管
理が理解できることを目標とします。また、疾患
別に治療立案のプロセスを理解できるよう学習し
ていきます。

３
・
前
期

30 1 △ ○ ○ ○

○
運動器障害理学
療法Ⅱ

　２年次に運動器障害学で疾患学を学び、理学療
法基礎評価学・実習および運動器障害理学療法評
価法にて、評価の基礎と運動器障害の特殊検査を
学びました。それらの知識、技術の獲得、解釈が
できていることを前提に、運動器障害の理学療法
について学習を進めていきます。整形外科領域の
疾患・障害の理学療法を、基本的な考え方からそ
の方法を学習し、それら疾患別のリスク管理を理
解できることを目標とします。また、疾患別に治
療立案のプロセスを理解できるよう学習していき
ます。
　なお、関節リウマチについての病態と運動療法
についても学習していきます。

３
・
通
年

45 2 △ ○ ○ ○ ○

○
中枢神経障害理
学療法Ⅰ

　評価学で学んだ知識をもとに、脳血管障害の理
学療法について学習します。脳血管障害の症候、
典型的病態を理解し、最も相応しい理学療法プロ
グラムを提供するための知識を学びます。それぞ
れの病期のにおける理学療法の基本知識と治療実
技を学びます。

３
・
前
期

30 1 △ ○ ○ ○

○
中枢神経障害理
学療法Ⅱ

　脳血管障害片麻痺患者の動作の特徴について理
解を深め、評価から治療までの理学療法における
臨床思考過程を学習します。また、脊髄損傷患者
における基本動作の特徴を理解し、評価から治療
までの基本的な理学療法の流れを学びます。

３
・
通
年

30 1 △ ○ ○ ○ ○

○
発達障害理学療
法Ⅰ

　発達障害理学療法Ⅰ・Ⅱを通して、障害を生ま
れながらに持っている、もしくは発達段階で障害
をもった子どもたちについて理解し、その理学療
法について学習します。脳性麻痺をはじめ発達障
害を持つ児が理学療法の対象になります。障害を
もつ児の特徴について理解し、さらに理学療法の
考え方、障害のとらえ方や評価の仕方、治療の考
え方までを学習します。障害の影響を受けながら
成長発達していく結果、どのような問題が起こり
うるのかイメージできるように、画像なども見な
がら学習していきます。

３
・
前
期

30 1 △ ○ ○ ○

○
発達障害理学療
法Ⅱ

　発達障害理学療法Ⅰ・Ⅱを通して、障害を生ま
れながらに持っている、もしくは発達段階で障害
をもった子どもたちについて理解し、その理学療
法について学習します。脳性麻痺をはじめ発達障
害を持つ児が理学療法の対象になります。障害を
もつ児の特徴について理解し、さらに理学療法の
考え方、障害のとらえ方や評価の仕方、治療の考
え方までを学習します。障害の影響を受けながら
成長発達していく結果、どのような問題が起こり
うるのかイメージできるように、画像なども見な
がら学習していきます。

３
・
通
年

30 1 △ ○ ○ ○ ○



○
内部障害理学療
法Ⅰ

　生命維持に必要な”呼吸”というシステムを
色々な面から学習します。理学療法士としてはも
ちろん医療従事者として医師・看護師との情報交
換が可能となるように知識を深めたいと思いま
す。実技では呼吸介助等の基本的な手技が可能と
なるように学習します。息切れの存在で心身とも
にダメージを受けた患者さんの手助けが出来るよ
うに学習しましょう。

３
・
前
期

30 1 △ ○ ○ ○

○
内部障害理学療
法Ⅱ

　ここで学習する内容は、神経難病・内分泌疾
患・循環器疾患の３つの分野に分かれています。
内分泌疾患や循環器系疾患は、それらを既往や合
併症として抱えている方のリスク管理にもつなげ
ます。また、神経難病に対する理学療法では疾患
の特性による運動療法実施上の注意点、患者の予
後を見据えた環境整備などの考え方について学び
ます。

３
・
通
年

45 2 △ ○ ○ ○

○ 物理療法

　理学療法とは身体に障害のある者に対し、主と
してその基本動作能力の回復をはかるため、治療
体操その他の運動療法を行わせ、および電気刺激
マッサージ、温熱その他の物理的手段を加えるこ
ととされています。本講義では、運動療法と並ぶ
理学療法の柱の一つである物理療法について、使
用するエネルギーの特性と身体への影響を理解
し、治療適応と禁忌の知識につなげていきます。
演習では、患者に対して十分なオリエンテーショ
ンができる、使用機器を適切に扱うことができ
る、治療中に起こりうる事故を予防するための行
動ができる、治療効果の確認ができるようになる
ことを目標とします。

２
・
前
期

45 2 △ ○ ○ ○

○
装具関連理学療
法

　理学療法士が治療する上で活用するさまざまな
「装具」および「リハビリテーション機器」など
を紹介し、構造や機能、使用原則および理論を学
習します。

３
・
通
年

30 1 △ ○ ○ ○ ○

○
義肢関連理学療
法

　理学療法士が治療する上で活用するさまざまな
「義肢」を紹介し、構造や機能、使用原則および
理論を学習します。

３
・
通
年

30 1 △ ○ ○ ○

○ 理学療法特論Ⅰ

　基礎医学から臨床医学、リハビリテーション専
門領域や障害学などを系統的に理解した上で、初
めてリハビリテーション対象者（患者・対象者）
に対峙することができます。また、１・２年次の
基礎医学・臨床医学の講義を基礎に、第一線で活
躍している臨床の先生方から、貴重な体験談や特
殊な技術の紹介などを中心に学び、臨床実習前の
学生としての心構えを確認します。

３
・
通
年

30 1 ○ △ ○ ○

○ 理学療法特論Ⅱ

　身体機能を中心としたアプローチで構成される
ことが多い理学療法ですが、最近の臨床では多様
な疾患や症状に出会うことが多くなってきてお
り、中には理学療法の枠組みからだけでは対応に
難渋する場合もあります。そこで隣接領域である
作業療法の観点からいくつかの症候についてこの
授業を通して学習し、そのような対象者への対応
について理解を深めます。

３
・
後
期

15 1 ○ ○ ○

○ 理学療法特論Ⅲ

　理学療法士は、基礎医学から臨床医学、リハビ
リテーション専門領域や障害学などを系統的に理
解した上で初めて、リハビリテーション対象者
（患者・対象者）に対峙することができます。こ
の授業では、１・２年次の基礎医学・臨床医学の
講義を基礎に、第一線で活躍している臨床の先生
方から、貴重な体験談や特な技術の紹介などを中
心に学びます。

４
・
通
年

15 1 ○ ○ ○

○ 日常生活活動学

　基本的な日常生活活動のみかたと、基本動作の
介助法を学びます。身体機能だけでなく、環境に
よって動きが変わることを学びます。

２
・
通
年

30 2 ○ ○ ○



○
理学療法治療学
演習Ⅰ

　臨床実習Ⅰに向けての、より実践的な理学療法
の流れを理解するための科目になります。臨床実
習Ⅰに必要な検査結果の統合と解釈を、症例を用
いて学習していきます。能力障害の問題の仮説を
立て、機能障害との関連付けを行い、評価と治療
の思考過程を学びます。また、ディスカッション
を通じて論理的思考を養い、臨床での理学療法の
実際について、理解を深めていきます。

３
・
通
年

30 1 ○ ○ ○

○
理学療法治療学
演習Ⅱ

　第一線で活躍している臨床の先生方から、理学
療法の特殊な技術の概要などを学びます。

４
・
通
年

30 1 ○ ○ ○ ○

○
地域リハビリ
テーション

　介護保険制度の施行をきっかけにして、障害者
自立支援法や発達障害者支援法等と障害を持った
人に対応する理学療法士を取り巻く社会環境は変
化し、そしてリハビリテーションに対するニーズ
は多種多様を極めています。介護予防から終末期
の対応まで幅広い知識と実践力を必要とされてい
ます。また、直接提供する場合から間接的に提供
する事象まで、状況に合わせた臨機応変さも求め
られています。この科目では、リハビリテーショ
ンの原点を振り返り、見つめなおし、現状の把握
や課題の発見などを中心に学びます。

３
・
前
期

30 2 ○ ○ ○

○ 地域理学療法学

　我が国は高齢化社会を迎え、日常生活に介護を
必要とする要介護者が増加しています（2014年、
全国：約600万人、北海道：約30万人）。2000年の
介護保険の施行後、理学療法士が活躍する場所
は、病院施設内に留まらず、訪問リハビリテー
ションや通所リハビリテーションなど様々な分野
に広がっています。この科目では、地域で暮らす
高齢者や障がい者を支援する理学療法士の在宅支
援の在り方について理解を深めます。また、臨床
実習で担当した患者様の退院後の在宅支援につい
て再度検討し、実習を振り返るとともにリハビリ
テーションとは何かを問い直します。

４
・
後
期

30 1 ○ ○ ○ ○

○ 生活環境学

　疾患や加齢により心身が思うように働かなく
なっても、在宅生活をおくる方が増えています。
高齢者や障害を持った方が、安心して在宅生活を
継続するためには、対象者がその人らしく生活で
きる環境が必要になってきます。この科目では、
対象者が安定した在宅生活を継続するために必要
な環境について理解を深めます。また理学療法士
として、在宅生活をおくる方にどのような支援が
できるかを考察していきます。

３
・
通
年

30 2 ○ ○ ○ ○

○ 臨床見学実習

　リハビリテーション専門職を目指す学生とし
て、基礎医学分野や専門分野の基礎的な領域の学
習が一段落した段階において、実際の臨床現場を
見学します。
　医療現場の見学やリハビリテーションを中心と
した治療の見学、リハビリテーションスタッフに
よる一連の医療活動全般の見学およびチームアプ
ローチの実際を体験します。

１
・
後
期

45 1 ○ ○ 〇 ○ ○

○ 臨床検査実習

　２年次の臨床見学実習で得られた知識や経験の
上に専門知識を加えて、実際の臨床場面において
評価実技を経験します。

２
・
後
期

90 2 ○ ○ 〇 ○ ○

○ 臨床実習Ⅰ

　２年次の臨床見学実習で得られた知識や経験の
上に専門知識を加えて、実際の臨床場面において
評価から問題点の抽出、目標設定・治療計画の立
案までのプロセスを経験します。

３
・
後
期

225 5 ○ ○ ○ ○



○ 臨床実習Ⅱ

　臨床実習指導者の監督の下、各種疾患の障害に
対するリハビリテーション全般を実習体験しま
す。身体的・精神的・社会的な面など対象者を取
り巻く状況全てを包括的にとらえ、医療従事者と
してリハビリテーション専門職としての基本的な
資質・知識・技術を身につけることを目標としま
す。
　また、評価～問題点の抽出～治療計画の立案～
治療の実施という一貫した流れを経験し学習しま
す。

４
・
前
期

315 7 ○ ○ 〇 ○ ○

○ 臨床実習Ⅲ

　臨床実習指導者の監督の下、各種疾患の障害に
対するリハビリテーション全般を実習体験しま
す。身体的・精神的・社会的な面など対象者を取
り巻く状況全てを包括的にとらえ、医療従事者と
してリハビリテーション専門職としての基本的な
資質・知識・技術を身につけることを目標としま
す。
　また、評価～問題点の抽出～治療計画の立案～
治療の実施という一貫した流れを経験し学習しま
す。

４
・
前
期

315 7 ○ ○ 〇 ○ ○

　　　86科目合計 3585単位時間(149単位)

卒業要件及び履修方法 授業期間等

１　一の授業科目について、講義、演習、実験、実習又は実技のうち二以上の方法の併用により行う場合
  については、主たる方法について○を付し、その他の方法について△を付すこと。

２　企業等との連携については、実施要項の３（３）の要件に該当する授業科目について○を付すこと。

　本校の学生は、教育課程のすべての授業科目を履修しなければならない。履修
の認定は、当該科目の授業時数の８０％以上の出席をもってとする。履修した科
目の評定が『可』以上のとき、その科目を修得したものとする。
　教育課程に定める所定の修業年限以上在籍し、各学年の履修すべき科目のすべ
てを履修した者で、すべての学納金を納めた者に卒業証書を授与し、高度専門士
の称号を授与することを認める。

１学年の学期区分 2期

１学期の授業期間 22週

（留意事項）


